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2004 年東大文□3  

(1) 

xxxf 3)( 3   )1)(1(3)1(3)( 2  xxxxf  

1x のとき極大値 2をとり、 1x のとき極小値 2 をとる。 

 

 

)(xfy  のグラフの概形は右図の通り。 

ay  との交点の個数を考えればよい。 
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 ……(答) 

 

 

(2) 

0))(()(  xffxg を満たす実数 )(xf は、 3,0)( xf の 3個。 

0)( xf を満たす実数 xは、 3,0 x の 3個。 

(1)より、 3)( xf を満たす実数 xは、それぞれ 3個。 

以上により、 0)( xg を満たす実数 xは 9 個……(答) 

 

 

(3) 

0))(()(  xgfxh を満たす実数 )(xg は、 3,0)( xg の 3個。 

(2)より、 0)( xg を満たす実数 xは、9個。 

3))(()(  xffxg を満たす実数 )(xf は 3個であり、いずれも 2)(2  xf を満たす。 

それぞれについて、対応する実数 xは 3個であるから、 3)( xg を満たす実数 xは 9個。 

同様に、 3)( xg を満たす実数 xは 9個。 

以上により、 0)( xh を満たす実数 xは 27 個……(答) 

 

 

※(1)は理系□4 と共通。 
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